
別 添 1 0 1  燃 料 電 池 自 動 車 の 高 電 圧 か ら の 乗 車 人 員 の 保 護 に 関 す る 技 術 基 準  

 

1 .  適 用 範 囲  

こ の 技 術 基 準 は 、燃 料 電 池 自 動 車（ 二 輪 自 動 車 及 び 側 車 付 二 輪 自 動 車 を 除 く 。）を 対 象 と

し て 、 感 電 か ら の 保 護 に 関 す る 技 術 的 要 件 を 規 定 す る も の で あ り 、 作 動 電 圧 が 直 流 6 0 V 以

上 で あ る 部 分 を 有 す る 動 力 系 の 全 体 （ 交 流 部 分 を 含 む 。） に 適 用 す る  

た だ し 、 作 動 電 圧 が 直 流 6 0 V 未 満 の 部 分 で あ っ て 、 作 動 電 圧 が 直 流 6 0 V 以 上 の 部 分 か ら

十 分 に 絶 縁 さ れ 、 か つ 、 正 負 い ず れ か 片 側 の 極 が 電 気 的 シ ャ シ に 直 流 電 気 的 に 接 続 さ れ て

い る 部 分 に つ い て は 、 こ の 技 術 基 準 は 適 用 し な い 。  

2 .  用 語 の 定 義  

こ の 技 術 基 準 に お け る 用 語 の 定 義 は 、保 安 基 準 第 １ 条 に 定 め る も の の ほ か 、次 の 2 . 1 .か

ら 2 . 1 5 .ま で に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

2 . 1 .  「 動 力 系 」 と は 、 次 の 2 . 1 . 1 .か ら 2 . 1 . 5 .ま で に 掲 げ る も の を 含 む 電 気 回 路 を い う 。  

2 . 1 . 1 .  燃 料 電 池 ス タ ッ ク  

2 . 1 . 2 .  駆 動 用 蓄 電 池  



2 . 1 . 3 .  電 子 式 コ ン バ ー タ （ 駆 動 用 電 動 機 の 電 子 制 御 装 置 、 D C / D C コ ン バ ー タ 等 電 力 を 制 御

又 は 変 換 で き る 装 置 を い う 。）  

2 . 1 . 4 .  駆 動 用 電 動 機 、 そ れ に 付 随 す る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 及 び コ ネ ク タ 等  

2 . 1 . 5 .  走 行 に 係 る 補 助 装 置 （ ヒ ー タ 、 デ フ ロ ス タ 、 パ ワ ・ ス テ ア リ ン グ 等 ）  

2 . 2 .  「 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 」 と は 、 水 素 と 酸 素 を 反 応 さ せ る こ と に よ り 直 接 に 電 気 を 発 生 さ

せ る 装 置 を い う 。  

2 . 3 .  「 駆 動 用 蓄 電 池 」 と は 、 駆 動 に 係 る 電 力 を 供 給 す る た め の 電 気 的 に 接 続 さ れ た 電 力 貯

蔵 体 及 び そ の 集 合 体 を い う 。  

2 . 4 .  「 直 接 接 触 」 と は 、 人 体 が 活 電 部 に 接 触 す る こ と を い う 。  

2 . 5 .  「 活 電 部 」 と は 、 通 常 の 使 用 時 に 通 電 す る こ と を 目 的 と し た 導 電 性 の 部 分 を い う 。  

2 . 6 .  「 間 接 接 触 」 と は 、 人 体 が 露 出 導 電 部 に 接 触 す る こ と を い う 。  

2 . 7 .  「 露 出 導 電 部 」 と は 、 通 常 は 通 電 さ れ な い も の の 絶 縁 故 障 時 に 通 電 さ れ る 可 能 性 の あ

る 導 電 性 の 部 分（ 3 . 4 .の 冷 却 装 置 等 の 導 電 性 の 部 分 を 除 く 。）の う ち 、工 具 を 使 用 せ ず 、か

つ 、 容 易 に 触 れ る こ と が で き る も の を い う 。 こ の 場 合 に お い て 、 容 易 に 触 れ る こ と が で き

る か ど う か は 、 原 則 と し て 保 護 等 級 I P X X B の 構 造 を 有 す る か ど う か の 確 認 方 法 に よ り 判 断



す る も の と す る 。  

2 . 8 .  「 電 気 回 路 」 と は 、 通 常 の 作 動 時 に 電 流 が 流 れ る よ う に 設 計 さ れ た 活 電 部 を 接 続 し た

も の の 集 合 体 を い う 。  

2 . 9 .  「 公 称 電 圧 」 と は 、 そ の 電 気 回 路 の 特 性 を 表 示 す る 設 計 上 の 電 圧 で あ っ て 、 製 作 者 が

定 め る も の を い う 。  

2 . 1 0 .  「 作 動 電 圧 」と は 、通 常 の 作 動 時 又 は 電 気 回 路 開 放 状 態 に お い て 、あ ら ゆ る 導 電 性 の

部 分 の 間 に 発 生 す る 可 能 性 の あ る 最 大 電 位 差 で あ っ て 、 製 作 者 が 定 め る も の を い う 。  

2 . 1 1 .  「 電 気 的 シ ャ シ 」 と は 、 電 気 的 に 互 い に 接 続 さ れ た 導 電 性 の 部 分 の 集 合 体 で あ っ て 、

そ の 電 位 が 基 準 と み な さ れ る も の を い う 。  

2 . 1 2 .  「 バ リ ヤ 」と は 、あ ら ゆ る 接 近 方 向 か ら の 直 接 接 触 に 対 し て 、活 電 部 か ら 保 護 す る た

め に 設 け ら れ た 部 分 を い う 。  

2 . 1 3 .  「 エ ン ク ロ ー ジ ャ 」と は 、あ ら ゆ る 方 向 か ら の 直 接 接 触 に 対 し て 、内 部 の 機 器 を 包 み

込 み 保 護 す る た め に 設 け ら れ た 部 分 を い う 。  

2 . 1 4 .  「 サ ー ビ ス ・ プ ラ グ 」 と は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 、 駆 動 用 蓄 電 池 等 の 点 検 、 整 備 等 を 行

う 場 合 に 電 気 回 路 を 遮 断 す る 装 置 を い う 。  



2 . 1 5 .  「 保 護 等 級 I P X X B」 及 び 「 保 護 等 級 I P X X D」 と は 、 別 紙 1  「 活 電 部 へ の 直 接 接 触 に 対

す る 保 護 」 に よ り 定 義 す る も の を い う 。  

3 .  感 電 か ら の 保 護 に 関 す る 要 件  

3 . 1 .  直 接 接 触 に 対 す る 保 護  

3 . 1 . 1 .  活 電 部 へ の 直 接 接 触 に 対 す る 保 護 は 、 固 体 の 絶 縁 体 、 バ リ ヤ 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 等 に

よ っ て 、 3 . 1 . 1 . 1 .及 び 3 . 1 . 1 . 2 .を 満 た す も の で な け れ ば な ら な い 。こ れ ら の 保 護 は 確 実 に

取 り 付 け ら れ 、 堅 ろ う な も の で あ り 、 か つ 、 工 具 無 し で 開 放 、 分 解 又 は 除 去 で き る も の で

あ っ て は な ら な い 。  

3 . 1 . 1 . 1 .  客 室 内 及 び 荷 室 内 の 活 電 部 に 対 す る 保 護 は 、 い か な る 場 合 に お い て も 保 護 等 級

I P X X D を 満 足 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 工 具 無 し で 開 放 、 分 解 又 は 除 去 で き

る サ ー ビ ス ・ プ ラ グ に あ っ て は 、 工 具 無 し で 開 放 、 分 解 又 は 除 去 し た 状 態 に お い て は 、 保

護 等 級 I P X X B を 満 足 す る も の で あ れ ば よ い 。  

3 . 1 . 1 . 2 .  客 室 内 及 び 荷 室 内 以 外 の 活 電 部 に 対 す る 保 護 は 、 保 護 等 級 I P X X B を 満 足 す る も の

で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 1 . 2  車 両 の 表 示  



直 接 接 触 に 対 す る 保 護 の た め に 設 置 さ れ る バ リ ヤ 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ に は 、 別 紙 ２ 「 感

電 保 護 の た め の 警 告 表 示 」に 規 定 す る 様 式 の 例 に よ る 表 示 が な さ れ て い な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 工 具 を 使 用 し て 部 品 を 取 り 外 す 、 ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る 等 を し な け れ ば 到 達 で き な

い バ リ ヤ 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ 等 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 . 2 .  間 接 接 触 に 対 す る 保 護  

3 . 2 . 1 .  間 接 接 触 に よ る 感 電 を 防 止 す る た め 、 導 電 性 の バ リ ヤ 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 等 の 露 出 導

電 部 は 、 危 険 な 電 位 を 生 じ な い よ う 、 電 線 、 ア ー ス 束 線 等 に よ る 接 続 、 溶 接 、 ボ ル ト 締 等

に よ り 直 流 電 気 的 に 電 気 的 シ ャ シ に 確 実 に 接 続 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。  

3 . 2 . 2 .  す べ て の 露 出 導 電 部 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 抵 抗 値 は 、0 . 1Ω 未 満 で な け れ ば な ら な

い 。 こ れ は 0 . 2Ａ 以 上 の 電 流 を 流 し た 状 態 で 測 定 す る も の と す る 。 た だ し 、 そ の 接 続 が 溶

接 に よ る も の で あ る 等 、 直 流 電 気 的 な 接 続 が 確 実 か つ 十 分 に 確 保 さ れ て い る こ と が 明 ら か

な と き は 、 測 定 を 要 し な い 。  

3 . 3 .  絶 縁 抵 抗  

活 電 部（ 3 . 4 .が 適 用 さ れ る 冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 導 電 性 の 部 分 を 除 く 。）と 電 気 的 シ ャ シ

と の 間 の 絶 縁 抵 抗 値 （ 3 . 4 . 2 .に よ る 措 置 を 講 じ て い る 自 動 車 の 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 冷 媒



の 劣 化 等 の み に 起 因 し て 低 下 す る 活 電 部 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 絶 縁 抵 抗 値 を 除 く 。） は 、

別 紙 3  「 絶 縁 抵 抗 の 測 定 方 法 」又 は こ れ と 同 等 の 方 法 に よ り 測 定 し た 場 合 に 、公 称 電 圧 1 V

当 た り 1 0 0Ω 以 上 で な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 活 電 部 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の

絶 縁 抵 抗 を モ ニ タ し 、絶 縁 抵 抗 値 が 公 称 電 圧 1 V 当 た り 1 0 0Ω に 低 下 す る ま で に 運 転 者 へ 警

告 す る 装 置 を 備 え る 自 動 車 に あ っ て は 、 当 該 機 構 が 作 動 し て お り 、 か つ 、 警 報 が 発 せ ら れ

て い な い こ と を 確 認 す れ ば 、 測 定 を 要 し な い 。  

3 . 4 .  燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 冷 媒 に 起 因 す る 感 電 か ら の 保 護  

燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 冷 媒 の 劣 化 等 に 起 因 す る 絶 縁 抵 抗 の 低 下 に よ る 感 電 を 防 止 す る た め 、

冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 冷 却 装 置 等 の 導 電 性 の 部 分 に 対 し て は 、3 . 4 . 1 .か ら 3 . 4 . 3 .ま で に 定

め る い ず れ か の 措 置 が 施 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。こ の 場 合 に お い て 、3 . 4 . 1 .か ら 3 . 4 . 3 .

ま で の 措 置 は 、冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 導 電 性 の 部 分 の 部 位 ご と に よ り 異 な っ て い て も よ い 。 

3 . 4 . 1 .  冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 導 電 性 の 部 分 へ の 接 触 か ら の 保 護  

冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 導 電 性 の 部 分 に 関 し 、活 電 部 に 関 す る 3 . 1 .及 び 3 . 3 .に 準 じ た 対 策

を 講 じ る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 導 電 性 の バ リ ヤ 又 は エ ン ク ロ ー ジ ャ を 用 い る 場 合 は 、

露 出 導 電 部 に 関 す る 3 . 2 .に 準 じ た 対 策 も 講 じ る こ と 。  



3 . 4 . 2 .  絶 縁 抵 抗 の 低 下 モ ニ タ  

3 . 4 . 2 . 1 .か ら 3 . 4 . 2 . 3 .ま で に 掲 げ る 要 件 を 満 足 す る も の で あ る こ と 。  

3 . 4 . 2 . 1 .  燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 電 気 回 路 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 絶 縁 抵 抗 を モ ニ タ し て 、公 称

電 圧 1 V 当 た り 1 0 0Ω に 低 下 す る ま で に 運 転 者 へ 警 報 す る 装 置 を 有 す る こ と 。 そ の 機 能 は 、

別 紙 4「 絶 縁 抵 抗 の 低 下 モ ニ タ の 機 能 確 認 方 法 」 に 示 す 方 法 又 は 同 等 の 方 法 に よ っ て 確 認

す る こ と 。  

3 . 4 . 2 . 2 .  運 転 者 へ 警 報 す る 装 置 は 、 そ の 機 能 が 作 動 し て い る こ と を 自 動 車 が 停 止 し て い る

状 態 で 、 運 転 者 席 に お い て 確 認 で き る も の で あ る こ と 。  

3 . 4 . 2 . 3 .  工 具 を 使 用 し な い で 、 か つ 、 容 易 に 触 る こ と が で き る 導 電 性 の 部 分 で あ っ て 、 冷

媒 に 直 接 触 れ て い る も の は 、 露 出 導 電 部 に 関 す る 3 . 2 .に 準 じ た 対 策 を 講 ず る こ と 。  

3 . 4 . 3 .  漏 電 時 の 電 源 遮 断  

漏 洩 電 流 が 生 じ る と き 、 人 体 に 対 し て 危 険 な レ ベ ル に 達 す る 前 に 直 ち に 電 源 を 遮 断 す る

機 構 を 有 す る こ と 。 な お 、 遮 断 は 、 冷 媒 及 び 冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 導 電 性 の 部 分 の み 行 え

ば よ い 。  

漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 満 た す べ き 要 件 及 び 機 能 の 確 認 方 法 は 、 別 紙 ５ 「 漏 電 時 の 電 源 遮 断



の 機 能 確 認 方 法 」 に 示 す 。 こ の 場 合 に お い て 、 確 認 方 法 に つ い て は 、 同 別 紙 に 示 す 方 法 と

同 等 の 方 法 に よ る こ と が で き る 。  



別 紙 １  活 電 部 へ の 直 接 接 触 に 対 す る 保 護  

 

1 .  一 般 規 定  

活 電 部 へ の 直 接 接 触 に 対 す る 「 保 護 等 級 I P X X B」 及 び 「 保 護 等 級 I P X X D」 と は 、 本 別 紙 に

定 め る と こ ろ に よ る 。 ま た 、 本 別 紙 は 、 作 動 電 圧 が 交 流 1 0 0 0 V 及 び 直 流 1 5 0 0 V を 超 え な い

動 力 系 に 適 用 す る 。  

な お 、 本 別 紙 に お い て は 、 本 文 2 . 5 .に 規 定 す る 活 電 部 と と も に 、 次 の 1 . 1 .及 び 1 . 2 .の

部 分 も 活 電 部 と み な し て 判 定 す る も の と す る 。  

1 . 1 .  ワ ニ ス 又 は 塗 料 の み で 覆 わ れ て い る 活 電 部  

た だ し 、 絶 縁 を 目 的 と し た ワ ニ ス 又 は 塗 料 を 使 用 し た も の は 、 こ の 限 り で な い 。  

1 . 2 .  酸 化 処 理 又 は 同 様 の 処 理 で 保 護 さ れ た 活 電 部  

2 .  試 験 条 件  

試 験 自 動 車 は 、 始 動 装 置 を 停 止 さ せ た 状 態 で あ る こ と 。  

2 . 1 .  近 接 プ ロ ー ブ 等  

2 . 1 . 1 .  保 護 等 級 の 確 認 に 使 用 す る 近 接 プ ロ ー ブ は 、 表 １ に 示 す 保 護 等 級 ご と に 定 め ら れ て



い る も の を 使 用 す る こ と 。  

2 . 1 . 2 .  信 号 表 示 回 路 法 に よ り 、 近 接 プ ロ ー ブ と バ リ ヤ 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 等 の 内 部 の 活 電 部  

と の 接 触 の 有 無 を 確 認 す る 場 合 は 、 近 接 プ ロ ー ブ と 活 電 部 と の 間 に 低 電 圧 電 源 （ 4 0 V 以 上

か つ 5 0 V 以 下 の も の ） と 適 切 な ラ ン プ を 直 列 に 接 続 す る 。  

2 . 1 . 3 .  ま た 、 信 号 表 示 回 路 法 に よ る 場 合 に は 、 上 記 1 . 1 .及 び 1 . 2 .に 規 定 さ れ た 部 分 に は 、

導 電 性 の 金 属 は く で お お い 、 当 該 金 属 は く を 通 常 の 活 電 部 に 電 気 的 に 接 続 す る 。  

3 .  試 験 方 法  

3 . 1 .  バ リ ヤ 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 等 の 開 口 （ 既 に 存 在 す る か 、 又 は 規 定 さ れ た 力 で 近 接 プ ロ ー

ブ を 当 て た と き に 生 ず る 可 能 性 の あ る 、 バ リ ヤ 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 等 の す き 間 又 は 開 口 部 を

い う 。） に 近 接 プ ロ ー ブ を 、 表 １ の 試 験 力 の 欄 に 規 定 さ れ た 力 で 押 し 当 て る 。  

3 . 1 . 2 .  エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 可 動 部 品 は 、 可 能 な ら ば ゆ っ く り と 作 動 さ せ る 。  

3 . 1 . 3 .  近 接 プ ロ ー ブ が 一 部 又 は 完 全 に 侵 入 す る 場 合 は 、 接 触 す る 可 能 性 の あ る す べ て の 部

分 に 押 し 当 て 、 接 触 す る か 否 か （ 信 号 表 示 回 路 法 に よ る 場 合 は 、 ラ ン プ の 点 灯 状 態 （ 以 下

こ の 別 紙 に お い て 同 じ 。）） を 確 認 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 保 護 等 級 I P X X B に 関 す る 試 験

の 場 合 に は 、 関 節 試 験 指 が 真 っ 直 ぐ な 状 態 か ら 開 始 し 、 関 節 試 験 指 の 隣 り 合 っ た 節 の 軸 に



対 し て 9 0°ま で 両 関 節 を 順 次 曲 げ て 、 接 触 す る 可 能 性 の あ る す べ て の 部 分 に 接 触 す る か 否

か を 確 認 す る 。  

4 .  判 定 基 準  

4 . 1 .  近 接 プ ロ ー ブ は 、 活 電 部 に 接 触 し て は な ら な い 。  

4 . 2 .  近 接 プ ロ ー ブ の 停 止 面 が 開 口 を 通 し て 完 全 に 侵 入 し て は な ら な い 。  

4 . 3 .  信 号 表 示 回 路 法 に よ り 確 認 す る 場 合 に あ っ て は 、 ラ ン プ が 点 灯 し て は な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 １  －  近 接 プ ロ ー ブ  

 近 接 プ ロ ー ブ  試 験 力  

保 護 等 級 I P X X B

に 関 す る 試 験 を 実

施 す る 場 合  

 

1 0 N ± 1 0 %  



材 料 ： 図 に 指 定 し た も の 以 外 は 金 属  

直 線 寸 法 の 単 位 ： ｍ ｍ  

図 に 指 定 さ れ て い な い 寸 法 の 公 差 ：  角 度 ： ＋ 0 ′ ／ － 1 0 ′

直 線 寸 法 ：  2 5 m m 以 下 の 場 合  ： ＋ 0 m m ／ － 0 . 0 5 m m  

2 5 m m を 超 え る 場 合 ： ± 0 . 2 m m  

両 関 節 は 、角 度 9 0 ° ま で 公 差 － 0 ° ～ ＋ 1 0 ° で 同 一 面 内 か つ 同

一 方 向 に 動 か す こ と が で き る も の と す る 。  

保 護 等 級 I P X X D

に 関 す る 試 験 を 実

施 す る 場 合  

1 N ± 1 0 %  

約 1 0 0  

φ
1

0
 

ハ ン ド ル  
停 止 面  

球  3 5 ± 0 . 2  
1 0 0 ± 0 . 2  

φ
1

+
0

.
0

5
/

-
0

 

試 験 用 ワ イ ヤ 、 直 径 1 . 0 m m 、 長 さ 1 0 0 m m  

剛 な 試 験 用 ワ イ ヤ  

端 末 は バ リ な き こ と  

直 線 寸 法 の 単 位 ： ｍ ｍ  

（ 絶 縁 材 料 ）  

（ 絶 縁 材 料 ）  

（ 金 属 ）  



別 紙 ２  感 電 保 護 の た め の 警 告 表 示  

 

直 接 接 触 に 対 す る 保 護 の た め に 設 置 さ れ る バ リ ヤ 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ に 表 示 す る 様 式 の 例

は 、 図 １ に 示 す も の と す る 。  

黄 色 又 は 橙 色 地 に 黒 色  

図 １  警 告 表 示 の 様 式 の 例  

 

 

 

 



別 紙 ３  絶 縁 抵 抗 の 測 定 方 法  

 

絶 縁 抵 抗 の 測 定 は 、 次 の 方 法 に よ る 。  

 

1 .  測 定 の 取 り 扱 い  

絶 縁 抵 抗 の 測 定 は 、 次 の 1 . 1 .又 は 1 . 2 .の 方 法 に よ り 行 う こ と 。  

1 . 1 .  車 両 全 体 と し て 測 定 す る 。  

1 . 2 .  各 部 品 又 は 構 成 ユ ニ ッ ト ご と に 分 割 し て 測 定 （ 以 下 「 分 割 測 定 」 と い う 。） し 、 計 算 に

よ り 車 両 全 体 の 絶 縁 抵 抗 値 を 求 め る 。  

2 .  測 定 方 法  

測 定 方 法 と し て 、 2 . 1 .に 外 部 か ら 直 流 電 圧 を 印 加 し て 測 定 す る 方 法 の 例 を 、 2 . 2 .に 内 部

の 直 流 電 源 を 利 用 し て 測 定 す る 方 法 の 例 を 示 す 。  

な お 、 こ の 確 認 に は 高 電 圧 回 路 を 直 接 操 作 す る こ と も あ る の で 、 短 絡 、 感 電 等 に 十 分 注

意 す る こ と 。  

2 . 1 .  外 部 か ら 直 流 電 圧 を 印 加 し て 測 定 す る 方 法 の 例  



2 . 1 . 1 .  試 験 自 動 車 の 状 態  

原 則 と し て 、 駆 動 用 蓄 電 池 を 切 り 離 し 、 燃 料 電 池 を 停 止 さ せ た 状 態 で 測 定 す る 。  

2 . 1 . 2 .  測 定 器  

動 力 系 の 電 気 回 路 の 作 動 電 圧 よ り も 高 い 直 流 電 圧 を 印 加 で き る 絶 縁 抵 抗 試 験 器 を 使 用 す

る 。  

2 . 1 . 3 .  測 定 方 法  

2 . 1 . 3 . 1 .  高 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い こ と を 確 認 し た 上 で 、 活 電 部 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 に

絶 縁 抵 抗 試 験 器 を 接 続 し 、 動 力 系 の 作 動 電 圧 よ り も 高 い 直 流 電 圧 を 印 加 し て 絶 縁 抵 抗 を 測

定 す る 。た だ し 、冷 媒 に 直 接 触 れ て い る 導 電 性 の 部 分 の 絶 縁 抵 抗 を 測 定 す る 場 合 に お い て 、

耐 電 圧 の 低 い 部 品 が あ り 測 定 時 に 部 品 を 破 損 す る お そ れ の あ る 場 合 は 、 そ の 導 電 性 の 部 分

に 印 加 さ れ る 最 大 電 圧 を 下 回 ら な い 範 囲 で 、 作 動 電 圧 以 下 で 測 定 し て も よ い 。  

2 . 1 . 3 . 2 .  す べ て の 活 電 部 に つ い て 測 定 を 実 施 し 、最 も 低 い 値 を 絶 縁 抵 抗 値 と す る 。た だ し 、

低 い 直 流 抵 抗 で 接 続 さ れ て い る こ と が 回 路 図 等 で 明 ら か な 活 電 部 に つ い て は 、 そ の う ち の

い ず れ か の 点 で 少 な く と も 一 度 だ け 測 定 す れ ば よ い 。  

2 . 1 . 3 . 3 .  分 割 測 定 を 実 施 す る 場 合 は 、 分 割 さ れ た 部 分 の 相 互 間 に 本 来 存 在 す る 直 流 抵 抗 を



考 慮 し た 上 で 、 計 算 に よ り 合 成 抵 抗 値 を 求 め 、 絶 縁 抵 抗 値 と す る 。  

2 . 2 .  内 部 の 直 流 電 源 を 利 用 し て 測 定 す る 方 法 の 例  

2 . 2 1 .  試 験 自 動 車 の 状 態  

駆 動 用 蓄 電 池 は 正 常 に 機 能 す る 状 態 に 充 電 す る 。  

2 . 2 . 2 .  測 定 器  

測 定 に 使 用 す る 電 圧 計 は 、 内 部 抵 抗 値 が 原 則 と し て 1 0 MΩ 以 上 の 直 流 電 圧 計 と す る 。  

内 部 抵 抗 値 が 1 0 MΩ 未 満 の 直 流 電 圧 計 を 使 用 す る 場 合 は 、 そ れ と 直 列 に 適 切 な 抵 抗 器 を

挿 入 す る こ と に よ り 、 合 成 直 列 抵 抗 値 が 1 0 MΩ 以 上 と し て も よ い 。 た だ し 、 こ の 場 合 の 直

列 に 挿 入 す る 抵 抗 器 は 温 度 に よ る 影 響 を 受 け に く い も の と し 、 す べ て の 電 圧 測 定 に お い て

同 一 の 電 圧 計 及 び 同 一 の 抵 抗 器 を 使 用 す る も の と す る 。  

2 . 2 . 3 .  測 定 方 法  

2 . 2 . 3 . 1 .  第 一 段 階  

図 １ に 示 す よ う に 、 駆 動 用 蓄 電 池 の 負 極 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 電 圧 1V 及 び 駆 動 用 蓄 電

池 の 正 極 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 電 圧 1V ′を 測 定 す る 。  
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図 １  第 一 段 階 の 電 圧 測 定  

2 . 2 . 3 . 2 .  第 二 段 階  

第 一 段 階 の 電 圧 測 定 の 結 果 、 11 VV ′> で あ っ た 場 合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 駆 動 用 蓄 電 池 の 負

極 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 に 公 称 電 圧 １ V 当 た り 1 0 0Ω の 抵 抗 器 R 0 を 接 続 し 、 駆 動 用 蓄 電 池

の 負 極 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 電 圧 V 2 を 測 定 す る 。 こ の 場 合 、 絶 縁 抵 抗 値 iR
は 次 の 式 で 求



め る 。  

0
2

21 R
V

VV
Ri ×

−
=  

ま た 、 第 一 段 階 の 電 圧 測 定 の 結 果 、 11 VV ′< で あ っ た 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 駆 動 用 蓄 電

池 の 正 極 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 に 公 称 電 圧 １ V 当 た り 1 0 0Ω の 抵 抗 器 R 0 を 接 続 し 、 駆 動 用

蓄 電 池 の 正 極 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 の 電 圧 V 2 を 測 定 す る 。 こ の 場 合 、 絶 縁 抵 抗 値 iR
は 次 の

式 で 求 め る 。  

0
2

21 R
V

VV
Ri ×

−′
=  
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図 ２  第 二 段 階 の 電 圧 測 定 （ 11 VV ′> の 場 合 ）  
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図 ３  第 二 段 階 の 電 圧 測 定 （ 11 VV ′< の 場 合 ）  

 

 

 

 

 



別 紙 ４  絶 縁 抵 抗 の 低 下 モ ニ タ の 機 能 確 認 方 法  

 

絶 縁 抵 抗 の 低 下 モ ニ タ の 機 能 確 認 方 法 と し て 、 1 .に 抵 抗 器 を 並 列 に 挿 入 し て 確 認 す る 方 法

の 例 を 、 2 .に 擬 似 信 号 を 入 力 す る こ と に よ り 確 認 す る 方 法 の 例 を 示 す 。  

な お 、 こ の 確 認 に は 高 電 圧 回 路 を 直 接 操 作 す る こ と も あ る の で 、 短 絡 、 感 電 等 に 十 分 注 意

す る こ と 。  

 

1 .  高 電 圧 回 路 に 並 列 に 抵 抗 器 を 挿 入 し て 確 認 す る 方 法 の 例  

原 則 と し て 、測 定 で 得 ら れ た 絶 縁 抵 抗 値 と の 並 列 合 成 抵 抗 値 が 、公 称 電 圧 １ V 当 た り 1 0 0

Ω と な る よ う な 抵 抗 器 を 、 モ ニ タ し て い る 端 子 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 に 接 続 し た と き 、 運

転 者 に 対 し て 容 易 に 理 解 で き る 方 法 で 警 告 す る こ と を 確 認 す る 。  

た だ し 、並 列 に 接 続 す る 抵 抗 器 の 抵 抗 値 の 関 係 等 で 合 成 抵 抗 値 が 公 称 電 圧 １ V 当 た り 1 0 0

Ω と す る こ と が で き な い 場 合 は 、公 称 電 圧 １ V 当 た り 1 0 0Ω 以 上 の な る べ く 小 さ な 合 成 抵 抗

値 に 設 定 す る こ と 。  

2 .  擬 似 信 号 を 入 力 す る こ と に よ り 確 認 す る 方 法 の 例  



使 用 し て い る セ ン サ の 特 性 値 デ ー タ 等 に よ り 、 そ の セ ン サ の 入 力 値 と 出 力 電 圧 値 の 関 係

が 明 ら か に な っ て い る 場 合 に は 、公 称 電 圧 １ V 当 た り 1 0 0Ω 相 当 の 出 力 電 圧 値 に 該 当 す る 電

圧 を 当 該 セ ン サ の 出 力 の 代 わ り に 擬 似 的 に 印 加 し た と き 、 運 転 者 に 対 し て 容 易 に 理 解 で き

る 方 法 で 警 告 す る こ と を 確 認 す る 。  

 



別 紙 ５  漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 機 能 確 認 方 法  

 

漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 機 能 の 確 認 方 法 及 び 要 件 は 、 次 に よ る 。  

 

1 .  漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 機 能 確 認 方 法  

漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 機 能 の 確 認 方 法 と し て 、 1 . 1 .に 抵 抗 器 に よ り 漏 洩 電 流 を 発 生 さ せ て

確 認 す る 方 法 の 例 を 、 1 . 2 .に 擬 似 信 号 を 入 力 す る こ と に よ り 確 認 す る 方 法 の 例 を 示 す 。  

な お 、 こ の 確 認 に は 高 電 圧 回 路 を 直 接 操 作 す る こ と も あ る の で 、 短 絡 、 感 電 等 に 十 分 注

意 す る こ と 。  

1 . 1 .  抵 抗 器 に よ り 漏 洩 電 流 を 発 生 さ せ て 確 認 す る 方 法 の 例  

漏 洩 電 流 を モ ニ タ し て い る 端 子 と 電 気 的 シ ャ シ と の 間 に 適 切 な 抵 抗 器 を 接 続 し 、 そ の 抵

抗 器 に 流 れ る 電 流 と 遮 断 に 至 る 時 間 と の 関 係 を 測 定 す る 。 接 続 す る 抵 抗 器 の 抵 抗 値 を 変 化

さ せ る こ と に よ り 電 流 を 変 化 さ せ て 測 定 を 行 う 。  

1 . 2 .  擬 似 信 号 を 入 力 す る こ と に よ り 確 認 す る 方 法 の 例  

使 用 し て い る セ ン サ の 特 性 デ ー タ 等 に よ り 、 そ の セ ン サ の 入 力 値 と 出 力 電 圧 値 の 関 係 が



明 ら か に な っ て い る 場 合 に は 、 図 １ に 示 す 遮 断 限 界 相 当 の 出 力 電 圧 値 に 該 当 す る 電 圧 を 当

該 セ ン サ の 出 力 の 代 わ り に 擬 似 的 に 印 加 し た と き 、 擬 似 的 に 印 加 し た 電 圧 と 遮 断 に 至 る 時

間 と の 関 係 を 測 定 す る 。  

2 .  漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 要 件  

漏 洩 電 流 と 継 続 時 間 に 応 じ て 規 定 す る も の と し 、 継 続 時 間 が 1 0 m s 以 下 の 場 合 は 2 0 0 m A

以 下 、継 続 時 間 が 1 0 m s を 超 え ２ s 未 満 の 場 合 は 継 続 時 間 に 応 じ て 下 式 で 示 さ れ る 電 流 値 以

下 、 継 続 時 間 が ２ s 以 上 の 場 合 は 2 6 m A 以 下 で 遮 断 さ れ る も の と す る （ 図 １ 参 照 ）。  

6861.2log38507.0 1010 +−= tI  

た だ し 、 I  :  漏 洩 電 流 ( m A )、 t  :  継 続 時 間 ( m s )と す る 。  



 

図 １  漏 電 時 の 電 源 遮 断 の 要 件  

 


